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１． 研究課題

ベトナム中部都市フエは、ベトナム全土を、現在の形で統治した最初で最後の王朝である阮朝

（1802～1945）の都であり、碁盤目状の構造を有する中国的な街区を、フランス的なヴォーバン式

城郭が囲む構成にみられるように、多様な文化が一定の秩序のもと融合している。しかし、阮朝崩

壊後の混乱や、続くベトナム戦争によって多くの文化や技術体系が失われた。残存している遺構か

ら阮朝の王宮都市における宮殿建築の中心要素と骨格を見出し、史資料の情報を繋ぎ合わせていき

往時の建築文化、ひいてはフエの都市全体の復原像を描くことが、研究の動機である。

これまでの研究により、ベトナムの歴代王朝で公定尺とされてきたものは、1 尺あたり、424 ミ

リメートル近傍であったことが明らかとなっており、中国、韓半島、日本のそれとは異なる。これ

は、中国・雲南やタイの少数民族に残る尺度に近いことがわかっており、この地域の基層文化の一

つとみることができる。また、魯班尺という吉凶尺を用いた家屋（宮殿）の設計がなされるが、い

わゆる風水とよばれる体系とともに、ベトナムへ伝来している。特に陵墓に用いられる陰宅風水に

おける魯班尺の使用法が、台湾や沖縄など南シナ海を介した地域で共通しており、海洋アジア文化

圏の存在を示唆している。阮朝は、漢字文化を中国から受容する一方で、前身となる広南国の時代

に攻略したチャンパの文化・技術を取り込んで、腋尺という正三角形のものさしを用いて設計を行

う、登り梁ケオを合掌組にした独自の架構形式を宮殿に用いたことは明らかにしたが、その発生過

程についてはなお課題となっている。以上、周辺地域との比較研究を進めることにより、阮朝の、

ひいてはベトナムの建築生産組織の史的評価を与えることを研究の目的とする。

２． 主な研究成果

2.1 フランス極東学院・国立海外文書館への史料調査

これまで、『大南會典事例續編後次』について、チュォン・

ディン・ホエによる目録（Đình-Hoè, Truong. Inventaire nº 1 : 

fonds Hán-Nôm de l'E.F.E.O (Paris), Bulletin de l'Ecole

française d'Extrême-Orient. 1986, Tome 75, pp. 270-294.）など

により、フランスのフランス極東学院（École française

d'Extrême-Orient、パリ）に所蔵されることが知られていた

が、実見に至っていなかった。2017 年 10 月、同院図書室

にて、資料調査を行い、同書の一部（「目録」1巻、「工部」

4 巻、「國史館」2 巻）について、撮影することができた。

同書については、2017 年度日本建築学会大会の報告におい

て、『大南會典事例』や『大南會典事例續編』との関連お Fig.1 『大南會典事例續編後次』



よび編纂の経緯を明らかにし、さらに、ほかの欽定漢喃文献に無い、建築史学的に重要な記述の存

在を示した。また、国立海外文書館（Archives nationales d'outre-mer:ANOM、エクス＝アン＝プロヴ

ァンス）で、資料調査を行い、フランスが植民地統治時代に収集した史料のうち、デジタル化され

ていないカード式目録の存在を確認し、写真による記録を行った。

2.2 周辺地域の比較調査研究：ベトナム中南部（旧チャンパ王国）

研究協力者として参加する、日本学術振興会・科学研究費補助金（基盤研究（A）・海外学術調査）

「歴史環境都市ベトナム・フエの持続的発展のための技術指針と文化遺産保存活用学の構築」（研

究代表者：中川武）による研究調査の一部である。当該研究は、これまで 20 年以上の研究成果の

上に立って、文化遺産を静的なモノとしてだけでなく、周辺環境や社会を含めたコトとして捉えて、

その動的な様相を明らかにして、実践的・総合的に文化遺産保存活用学の構築を企図するものであ

り、本研究との直接の関連を持たない。ただし、ベトナム・フエを対象とした同一の研究成果をも

とに構想されたものであり、一方で得られた知見が、もう一方へ何らかの示唆を与えることは明白

であり、相乗効果が期待できるため、ここで得られた知見の一部を本研究の成果として報告する。

当該研究が対象とするベトナム阮朝の版図の南側半分は、

元は、チャンパ王国の領土であったため、阮朝の造営をはじ

めとして、文化や諸制度について影響が少なくないことは、

これまでも指摘している。今年度は、現在残されている、旧

チャンパ王国の痕跡を確認すべく、３つの博物館を訪問し、

それぞれの学芸員に現状に関するインタビューを行い、研究

協力について要請した。また、チャンパの遺構について悉皆

調査を行い、現状を把握した。

【博物館】

Bảo tàng Nghệ thuật điêu khắc Chăm Đà Nẵng（チャム彫刻博物館）

Bảo Tàng Bình Định（ビンディン博物館）

Trung Tâm Nghiên Cứu Văn Hóa Chăm（チャム文化研究センター）

【遺構】

Tháp Phú Diên（フー・ディエン塔） Tháp Thủ Thiện（トゥー・ティエン塔）

Trà Kiệu（チャ・キェウ） Tháp Bình Lâm（ビン・ラム塔）

Tháp Bằng An（バン・アン塔） Tháp Đôi（ドイ塔）

Mỹ Sơn（ミソン） Tháp Nhạn（ニャン塔）

Tháp Đong Dương（ドン・ジュオン塔） Tháp Po Nagar（ポー・ナガル塔）

Ngũ Hành Sơn（五行山） Tháp Hòa Lai（ホア・ライ塔）

Tháp Chiên Đàn（チエン・ダン塔） Tháp Po Rome（ポー・ロメ塔）

Tháp Khương Mỹ（クゥン・ミー塔） Tháp Po Klongarai（ポー・クロンガライ塔）

Tháp Cánh Tiên（カン・ティエン塔） Tháp Po Dam（ポー・ダム塔）

Tháp Phú Lốc（フー・ロック塔） Tháp Pô Sah Inư（ポー・サー・イヌ塔）

Tháp Bánh Ít（バン・イット塔） Cát Tiên（カッティエン）

Tháp Dương Long（ズゥン・ロン塔）

2.3 周辺地域の比較調査研究：中国東南沿海部（広西壮族自治区）

2.2 と同様、研究協力者として参加する、日本学術振興会・科学研究費補助金（基盤研究（A）・

Fig.2 チャム文化研究センター



海外学術調査）の一部である。

ベトナムと隣接する中国の広西壮族自治区は、ヤオ（瑤）族と呼ばれる少数民族が両国に跨がっ

て暮らしているほか、現在も文化的背景を多く共有している。建築における技術や空間構成につい

ても、共通点を明らかにすべく、遺構について調査を行った。

【遺構】

梅庵 馬殷廟 八江風雨橋

徳慶学宮 富川瑤族風雨橋 馬胖鼓楼

化州学宮 恭城文廟・武廟 三江鼓楼

大士閣 周渭祠 程陽風雨橋

真武閣 獅塘神亭 靖江王陵

賀州客家囲屋 龍脊大瑤寨

３． 研究業績

3.1 学術論文

木谷建太、中川武「阮朝建築の営繕に関する官吏と工匠 ヴィエトナム・フエ阮朝王宮の復原的研

究（その 200）」『日本建築学会大会学術講演梗概集 F-2』、広島、2017 年 8 月、日本建築学会、853

〜854 頁

KITANI Kenta. "The Architecture System of the Nguyen Dynasty, Vietnam, and Its Selective

Acculturation to Foreign Cultures", EAAC 2017, China, Oct 2017

3.2 学会および社会的活動

日本建築学会：［若手奨励］特別研究委員会・委員

「西洋文明圏外の古代・中世における建築書と建築理論の文献調査・研究」

４． 研究活動の課題と展望

のフランス極東学院（École française d'Extrême-Orient、パリ）図書室にて、資料調査を行い、写真

記録を行った、『大南會典事例續編後次』（「目録」1 巻、「工部」4 巻、「國史館」2 巻）について、

実際の遺構の寸法との関係、あるいは、既往研究において、皇帝陵の寝殿は、宮殿とは異なる遺構

尺を導出している点については、本史料の記述のさらなる読解を含めて総合的に考察することを今

後の課題としたい。


